北里大学医学部医学科の小論文は，課題文の読解が重視された出題となっております。
最近5ヵ年の小論文のテーマは，以下のとおりです。

・2007

藤原正彦『国家の品格』からの抜粋を読み、あなたが考える世界に出て、人間として敬意を表されるような「国際人」について自分の考えを800字以下で述べなさい。（90分）

・2008

松沢哲郎『進化の隣人ヒトとチンパンジー』からの抜粋を読み、以下の問いに答えなさい。

問１　タイトルを30字以内でつけなさい。

問２　作者の考えを200字以内で説明しなさい。

問３　新しい人間観、ヒト存在の科学的理解はどうしたら得られるか３つのキーワード（進化、多様性、共生）を用いて800字以下で論述しなさい。

（90分）

・2009

Nature Digest日本語編集版2008年9月号からの抜粋を読み、以下の問いに答えなさい。

問１　タイトルを30字以内でつけなさい。

問２　生殖医療について作者はどう考えているか200字以内で具体的にまとめなさい。

問３　生殖医療の十分な安全性と倫理的要求を確実に満たすためにはどうしたら良いか。「選別」「リスク」「プライバシー」の３つのキーワードを用いて，自分の考えを800字以下で論述なさい。

（90分）

・2010

（選抜１日目）

次の文章を読んで，問いに答えなさい。

問1　アナロジーとは何か。20字以内で簡潔に説明しなさい。 
問2　アナロジー利用の有効性と問題点を200字以内で説明しなさい。 
問3　医師が備えるべき資質について三つのアナロジーを用いて800字以内であなたの意見を述べなさい。

（90分）

（選抜２日目）

次の文章を読んで，問いに答えなさい。
問1　文章に合った20字以内のタイトルをつけなさい。 
問2　アカデミズムの展開について作者はどのように考えているか250字以内で述べなさい。 
問3　近未来において医学部に求められるアカデミズムの本質について，700字以内で論述しなさい。

（90分）

・2011

（選抜１日目）

「桜井隆。終末期医療。日本医師会雑誌第139巻・特別号　在宅医療Ｓ125-6.2010」を読んで，問いに答えなさい。
問１　この文章に２０字以内でタイトルをつけなさい。

問２　筆者は終末期についてどのような説明をすべきと考えているか，100字以内で述べなさい。

問３　医療現場でなされるインフォームド・コンセントに関して，あなたが必要と考える３つの因子をあげ，それらについて600字以内で説明しなさい。

（選抜２日目）

「佐藤綾子　日経メディカル2010年6月号より」を読んで，問いに答えなさい。
問１　タイトルを20字以内でつけなさい。

問２　①でＹ医師がかけるべきであった言葉を70字以内で記しなさい。

問３　②はどのような解決策がよいのか。３つ箇条書きで述べなさい（150字以内）。また，そうした解決策が有効な理由を述べなさい（450字以内）。

さて，皆様，お待ちかねの本年度の予想テーマですが，次のようなテーマにしました。
（選抜１日目）

　次の文章を読んで，問いに答えなさい。

　どうやら日本では，個人の人権意識が乏しいかわりに，その地位や身分・職業などに関する権利意識というものは，むしろヨーロッパやアメリカ以上にはっきりしたものが昔からあったらしい。職業上の秘伝というものが異様に大切にされてきたのも，たんにそれが一種のパテントであっただけではなく，それを受け継ぐことによって，どんなささやかな職業であろうとも，それについての権威者として誇りを持つことができる，という，ある種の権利意識と自尊心が得られるためだったのかもしれない。大工でも左官でも，みんなそれぞれに，この道にかけては侍だろうが大金持ちだろうが，余計な口は出させない，というところを持っていて，じっさい，それを，その雇い主たちも尊重したのだろう。

　してみると，こういう職業気質は，人権意識の乏しかった日本において人々の人間的な誇りを支える大きな要素だったと言わざるを得ない。それはわれわれの人生に必要な意識だったし，また，だからこそ，一方ではそれは手に負えない意地悪の源泉となったのかもしれない。

　（１）日本の職業社会では，先輩は若者に対して，職業上の技術を教えることにより，職業上の身分や格式や年功序列にもとづく秩序というものをわきまえて，それを尊重することのほうを徹底的に教えようとした。それが徒弟教育などではいちばん中心の部分を占めていたようにさえも思う。そして，それをのみ込むためには，若者は，先輩たちの手を変え品を変えたさまざまな意地悪を耐えしのばねばならなかったのである。意地悪に耐えることが苦労することであり，苦労することが一人前の人間になる必須の道であった。

　苦労は人間を鍛える，ということがよく言われる。ほんとうにそうであればいいと思うのだが，じっさいには，なかなかそうはゆかないようである。むしろ，苦労は人間をスポイルすることのほうが多いと思う。日本には，かつて，苦労を神秘化する思想があり，そのために人々は，必要以上に多くの苦しみを味わわなければならなかった。

　先日，NHKの海外取材もののテレビ・ドキュメンタリーで，ヨーロッパの職人修行を扱ったものがあり，そのなかで，たまたま西ドイツで大工の修行をしている日本の青年が建築現場で取材されている場面があった。そこで青年は質問に答えてこんなことを言った。こっちの親方は，ああしろ，こうしろ，と，じつにこまごま，仕事を教えてくれますね，日本だと，見て憶えろ，と言うだけで，親方はちっとも教えてくれないーと。

　この簡単な言葉に，日本と欧米諸国との労働教育のあり方の基本は要約されている。私は十代の半ばから，いくつかの工場などを転々として，大工や電気工など，さまざまな労働をしたが，どこでもいちばん困ったことは，先輩が仕事をさっぱり教えてくれず，見て憶えろ，ということであった。見て憶えろといったって，一日じゅう，先輩のそばについて見学していろ，というわけではない。掃除とか材料の運搬とかお茶くみとか，誰にでも出来ることをやりながら，横眼でチラチラ見ていて，いつのまにか憶えてしまえ，ということである。しかも，その掃除や材料運搬やお茶くみなどの雑務ですら，きちんと割り当てられた仕事として，これだけやればいい，とか，これだけやらねばならぬ，というきまりが与えられるわけではないのが一般的である。バカでないかぎり，見ていれば自分でもできる仕事がなにかは分るだろう，分ったらそれをやれ，とうい調子である。で，やっと自分で発見できた雑務をやって，それがすんで，さあ他にはなにかないか，とウロウロしていると，サボっているものとみなされてドヤされる。運が良ければ先輩の仕事の一部を手伝わされ，そこではじめて，仕事というものの一端が分って，身の置き場のない邪魔者のようにウロウロしていることの精神的な苦痛から開放され，その職場にとけ込んでゆけるようになる。私が経験したいくつかの職場は例外なくそうであった。

　日本の社会に，いつ，どうして（２）そういうシステムが成り立ったのかよく分らない。おそらくそこにあるのは，新人を一人前の労働者として早く育成して能率的に使うよりも，差し当りは役に立たなくても，その職場の気風を叩き込むことの方が大切だ，という考え方であると思う。気風とは先輩の権威を尊重するということであり，そのためには先輩は自分の持っている技術を安売りはしないのである。俺のようになりたかったらもっと苦しめ，と，新人をこづきまわすのである。

問1　傍線部（１）日本の職業社会では，先輩は若者に対して，職業上の技術を教えることにより，職業上の身分や格式や年功序列にもとづく秩序というものをわきまえて，それを尊重することのほうを徹底的に教えようとした。とあるが，それはどうしてだと考えられるか。 100字以内で説明しなさい。 

問2　傍線部（２）「そういうシステム」とあるがどのようなシステムなのかを，50字以内で簡潔に説明しなさい。
問3　上記の文章を参考にして，医師という職業について，750字以内であなたの意見を述べなさい。

（90分）

（選抜２日目）

　次の文章を読んで，問いに答えなさい。

　朝鮮語を使っているかぎり，朝鮮人も「選択の自由」をもつ。日本語を彼らに押し付けることは，彼らからその「選択の自由」を奪うことであった。朝鮮語を使うかぎり，朝鮮人は「選択の自由」をもち，したがって，彼らの心のなかをすみずみまで捕捉できない。支配者は被支配者をすみずみまで捕捉し，支配していたのである。日本語を押しつけ，日本語で考えることを強いるかぎり，どうせ，こちらはことばの能力の点でいつでも優位に立っているのだから，彼らの言うこと，考えていることは先に読めるのだ。先に読めれば，筋道を変えることだってできる。

　外国語を使って議論するときに困るのは，「選択の自由」のふりはばが極端に狭められていて，「ああ言えばこう言う」というのができ難くなることだ。それは論理の展開が自分流に十分できなくなるということだが，言いぬけができなくなるということでもある。あるいは，ウソをつけなくなる。

　支配者は，いつだって，被支配者に正直であってもらいたのだ。自分の言うことをハイ，ハイときいて，そこでウソ・イツワリがない。そして，支配者の論理から言えば，A→B→Cだけが真実で，それに反するもの，たとえば，A→B´→C´はウソだ。ウソをついてはならないということは，とりもなおさず，A→B→Cをまもれということで，それが支配者の倫理を形成し，その倫理を彼は被支配者に強制する。ここで，その倫理をまもるという美徳が生まれ，美談がかたちづくられる。

　つけ加えるまでもないことだろうが，A→B→Cが真実だというのは支配者が主張しているだけのことで，ほんとうのところは，彼がウソだときめつけるA→B´→C´が真実であるというようなことはいくらでもあるのだ。支配者はそのことを知っていて，余計いたけだかにA→B´→C´はウソであるときめつける。A→B→Cが真実であると被支配者に教え込む。この場合，もっともたよりになるのは，ことばをまだろくすっぽあやつることのできない若い人たちで，この過程を失語症患者に対する医者の治療になぞらえて考えることができる。なにしろ患者は「選択の自由」をもたず，医者の言う通りに進んで行くほかないのだ。医者が机を指して「イス」だと教え込んでも，患者はその通りおぼえるだろう。医者はそこにおいてまさしく支配者であり，患者は被支配者だ。


問1　文章に合った20字以内のタイトルをつけなさい。 
問2　「選択の自由」について作者はどのように考えているか250字以内で述べなさい。 
問3　「選択の自由」の本質について，あなたがこれから医者にある観点から700字以内で論述しなさい。

（90分）
すばらしい解答を期待しています。
[受講申し込み方法]
・入塾金：無料
・受講費：３，０００円（税込み）×模試の数（一日目のみ，二日目のみ，両日）
１　　お申込み
別紙に，模試添削希望，郵便番号，住所，氏名，電話番号等をなるべく詳しく明記して，現金書留に「添削料金３，０００円×模試の数」と「原稿用紙に書いた解答」を送付してください。
２　　領収書
　領収証は、確認メールや各種郵送物の不着等が発生した場合の予防策として、受講終了時まで御手元に保管いただきますようお願い致します。
３　　添削の返却
　　　可及的速やかに返却しています。受信日当日を目標に返却しています。
 (注意） いったん納入された受講料等はいかなる理由があってもお返しできませんのでご注意ください。
